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歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕

―
渭
河
平
原
西
部
、
祝
家
荘
に
お
け
る
調
査
成
果
―

栗

山

知

之

一

は
じ
め
に

黄
河
中
流
域
に
位
置
す
る
渭
河
平
原
（
1
）
（
図
１
）
に
は
独
特
な
景

観
が
広
が
る
。
多
く
の
村
落
に
「
土
壕
」
と
呼
ば
れ
る
人
工
的
な

窪
地
が
見
ら
れ
る
（
図
２
、
３
）。
土
壕
の
規
模
は
、
深
さ
数
十

�
、
畳
数
畳
程
の
小
さ
な
も
の
か
ら
、
深
さ
十
�
を
超
え
、
野
球

場
よ
り
も
広
大
な
も
の
ま
で
、
村
落
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
う
し

た
土
壕
が
宅
地
を
囲
む
よ
う
に
い
く
つ
も
分
布
す
る
た
め
、
村
落

は
複
雑
な
地
形
を
な
し
て
い
る
。

人
工
的
に
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
窪
地
は
黄
河
下
流
域
の
華
北

平
原
に
も
存
在
し
、「
土
坑
」
や
「
官
坑
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

た
（
中
國
農
村
慣
行
調
査
刊
行
会
一
九
五
二
―
一
九
五
八
）。
し

か
し
、
土
壕
は
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
規
模
が
大
き
な
も
の
が
多
い

上
、
そ
の
利
用
状
況
も
異
な
る
。
土
壕
拡
大
に
よ
る
大
規
模
な
地

形
改
変
が
行
わ
れ
て
き
た
渭
河
平
原
は
、
華
北
の
畑
作
地
帯
の
中

で
も
特
殊
な
地
域
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
渭
河
平
原
で

生
活
を
す
る
た
め
に
な
ぜ
土
壕
を
必
要
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
史
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ

な
い
。

二

問
題
の
所
在
と
研
究
の
目
的

関
連
す
る
文
献
資
料
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
土
壕
の
歴
史
学

的
研
究
は
皆
無
に
近
い
。
他
方
、
土
壌
学
的
研
究
で
は
、
特
に

「
土
�
旱
耕
人
爲
土
（
2
）
」（E

arth-cum
ulic

O
rthic

A
nthrosols

）

研
究
ノ
ー
ト
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図 1 渭河平原西部
（米国陸軍製図局 1954年作成の二十五萬分之一中國圖「静寧」を改変）

図 2 土壕（T 1） 2007年 3月撮影
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の
形
成
と
の
関
係
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
土
�
旱
耕
人
爲
土
は
、

渭
河
平
原
を
中
心
と
し
た
黄
河
中
流
域
に
分
布
し
、
長
期
に
わ
た

る
土
壌
改
良
を
経
て
農
耕
に
適
し
た
性
質
を
持
つ
に
至
っ
た
耕
作

土
壌
で
あ
る
。
そ
の
層
位
は
上
部
の
「
覆
蓋
層
」
と
下
部
の
「
原

土
壌
」
に
大
別
さ
れ
る
。
覆
蓋
層
の
厚
さ
は
五
〇
�
以
上
に
達
し
、

そ
の
他
の
黄
土
を
母
材
と
し
た
土
壌
と
比
べ
る
と
際
立
っ
て
厚
い
。

土
�
旱
耕
人
爲
土
の
形
成
に
関
す
る
研
究
で
は
、
主
に
覆
蓋
層

の
形
成
を
巡
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
覆
蓋
層
は
、
自
然

作
用
に
よ
る
黄
土
の
堆
積
と
、
人
間
活
動
に
よ
る
「
土
糞
（
3
）
」（
図

４
）
の
施
用
な
ど
を
通
し
た
土
壌
運
搬
に
よ
っ
て
、
元
来
の
土
壌

で
あ
る
原
土
壌
の
上
部
に
新
た
な
土
壌
が
徐
々
に
堆
積
し
て
い
き
、

同
時
に
農
耕
に
よ
る
土
壌
改
良
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
形
成
さ
れ

た
と
言
わ
れ
る
。
一
般
に
、
自
然
作
用
に
よ
る
黄
土
の
堆
積
は
紀

元
前
一
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
人
間
活
動
の
影
響
は
紀
元
前

三
世
紀
の
秦
漢
時
期
か
ら
増
大
し
た
と
さ
れ
る
（C

.H
uang

et

al.2002

、
�
等
二
〇
〇
六
）。
特
に
、
土
�
旱
耕
人
爲
土
は
黄

土
の
分
布
域
の
ご
く
一
部
に
し
か
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
人
間

活
動
の
作
用
が
よ
り
強
く
影
響
す
る
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

土
糞
を
施
用
す
る
渭
河
平
原
の
習
慣
が
注
目
さ
れ
、
土
糞
を
製
造

す
る
た
め
に
採
土
活
動
を
行
っ
た
痕
跡
と
し
て
土
壕
を
捉
え
、
土

�
旱
耕
人
爲
土
の
特
徴
で
あ
る
厚
い
覆
蓋
層
の
形
成
が
説
明
さ
れ

図 3 土壕（T 4） 2007年 3月撮影
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た
の
で
あ
る
。

土
壕
と
覆
蓋
層
の
関
係
は
、
一
九
七
〇
年
に
劉
鵬
生
氏
が
武
功

県
で
実
施
し
た
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
劉
一
九
八

九
）。
氏
は
土
壕
と
耕
地
の
覆
蓋
層
の
体
積
が
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と

か
ら
、
同
層
が
主
に
土
壕
の
土
で
製
造
さ
れ
た
土
糞
の
施
用
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
人
々
の
主
た
る
活
動
域

と
な
る
宅
地
に
近
い
耕
地
ほ
ど
覆
蓋
層
が
厚
く
な
る
と
説
い
た
。

氏
の
調
査
報
告
を
論
拠
と
し
た
土
壌
学
者
達
は
、
土
壕
の
体
積
と

覆
蓋
層
の
厚
さ
が
比
例
す
る
と
い
う
認
識
に
至
っ
て
い
る
（
陝
西

省
農
業
勘
察
設
計
院
一
九
八
二
、
陝
西
農
業
區
劃
�
公
室
・
中

國
科
学
院
西
北
水
土
保
持
�
究
所
一
九
八
七
、
蔡
・
史
一
九
九

二
ａ
・
ｂ
、
�
等
一
九
九
九
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
あ
く
ま
で
土
壌
学
的

視
点
か
ら
土
�
旱
耕
人
爲
土
の
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
み

が
目
論
見
ら
れ
、
土
壕
の
形
成
過
程
や
そ
れ
に
関
わ
る
人
間
活
動

の
詳
細
な
解
明
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
土
壕
が
人
間

活
動
の
所
産
で
あ
る
以
上
、
土
壕
と
人
々
と
の
間
に
如
何
な
る
関

係
が
取
り
結
ば
れ
て
き
た
の
か
、
な
ぜ
土
壕
が
必
要
と
さ
れ
て
き

た
の
か
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
壕
を
渭
河

平
原
の
村
落
景
観
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
構
成
要
素
も
し
く
は

人
々
の
暮
ら
し
や
村
落
の
歴
史
を
読
み
解
く
鍵
と
位
置
付
け
、
土

図 4 土糞 2006年 8月撮影
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壕
を
伴
う
村
落
景
観
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
渭
河
平
原
の
中
で
も
比
較
的
大
規
模
な
土

壕
が
見
ら
れ
る
祝
家
荘
に
焦
点
を
当
て
、
ま
ず
土
壕
の
形
成
過
程

や
そ
れ
に
関
わ
る
人
間
活
動
を
記
述
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
上
で

土
壕
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
祝
家
荘
の
社
会
経
済
的
背
景
、
ひ
い

て
は
祝
家
荘
の
近
現
代
史
を
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
た
い
。

三

調
査
地
の
概
要

渭
河
平
原
は
渭
河
に
沿
っ
て
東
西
約
三
六
〇
�
、
南
北
約
三
〇

〜
八
〇
�
の
広
が
り
を
持
ち
、
北
を
黄
土
高
原
、
南
を
秦
嶺
山
脈

と
接
す
る
（
図
１
、
５
）。
黄
土
高
原
と
の
間
に
も
北
山
な
ど
の

山
地
が
あ
る
た
め
、
渭
河
平
原
は
盆
地
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
渭
河
平
原
の
地
形
は
扇
状
地
、「
黄
土
原
」、「
渭
河
谷

地
」
に
大
別
さ
れ
る
。
黄
土
原
は
黄
土
の
風
成
堆
積
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
平
坦
な
地
形
で
あ
る
が
、
ガ
リ
（gully

）
が
発
達
し

て
い
て
急
傾
斜
の
侵
食
谷
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
渭
河
谷
地
で
は

河
成
段
丘
が
発
達
し
、
東
西
に
流
れ
る
渭
河
の
河
道
に
沿
っ
て
、

平
坦
な
段
丘
面
と
急
傾
斜
の
段
丘
崖
が
階
段
状
に
並
ぶ
。
祝
家
荘

は
渭
河
平
原
西
部
の
北
山
南
麓
に
広
が
る
扇
状
地
の
扇
央
に
立
地

図 5 渭河平原の断面模式図 （張 1998 : 2を改変）
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す
る
。

渭
河
平
原
の
気
候
は
温
暖
帯
大
陸
性
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
の
半
湿

潤
地
域
に
属
し
、
明
瞭
な
四
季
を
持
つ
（
任
一
九
八
六
）。
冬
季

は
モ
ン
ゴ
ル
高
気
圧
の
影
響
が
強
く
同
緯
度
の
地
域
よ
り
も
寒
冷

で
、
夏
季
は
し
ば
し
ば
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
猛
暑
に
見
舞
わ
れ

る
。
乾
燥
し
た
黄
河
中
流
域
に
あ
っ
て
、
秦
嶺
山
脈
と
接
す
る
た

め
に
年
間
降
水
量
が
比
較
的
高
い
。
祝
家
荘
が
あ
る
岐
山
県
の
年

間
降
水
量
の
歴
年
平
均
は
六
三
一
・
五
�
、
そ
の
う
ち
の
約
四
割

が
夏
季
に
集
中
す
る
（
岐
山
縣
志
編
纂
委
員
会
一
九
九
二
）。
ま

た
、
岐
山
県
の
年
間
気
温
の
歴
年
平
均
は
一
一
・
九
度
、
最
も
気

温
が
低
下
す
る
一
月
が
零
下
一
・
八
度
、
最
も
気
温
が
上
昇
す
る

七
月
が
二
四
・
九
度
で
あ
る
。

祝
家
荘
は
陝
西
省
宝
鶏
市
岐
山
県
祝
家
荘
鎮
小
強
村
祝
南
組
、

祝
西
組
、
高
家
組
、
王
家
組
で
構
成
さ
れ
る
村
落
（
4
）
で
あ
り
、
西
安

市
か
ら
西
に
約
一
〇
〇
�
、
岐
山
県
人
民
政
府
の
置
か
れ
た
岐
山

県
城
か
ら
東
に
約
一
五
�
に
位
置
す
る
。
渭
河
平
原
の
中
で
も
比

較
的
大
き
な
土
壕
が
分
布
す
る
た
め
、
土
壕
に
関
わ
る
人
間
活
動

を
明
ら
か
に
し
得
る
好
適
地
と
言
え
る
。
ま
た
、
西
周
の
中
心
地

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
周
原
遺
跡
の
西
辺
に
位
置
す
る
た
め
、
古
環

境
復
原
を
含
め
た
歴
史
学
的
研
究
の
蓄
積
に
も
恵
ま
れ
て
い
る

（e.g.

張
一
九
九
八
、
王
二
〇
〇
五
）。

現
在
の
祝
家
荘
鎮
は
約
六
六
〇
〇
ha
の
面
積
を
有
し
、
八
の
行

政
村
と
五
七
の
村
民
小
組
か
ら
成
る
。
そ
の
中
で
祝
家
荘
を
構
成

す
る
村
民
小
組
は
小
強
村
と
い
う
行
政
村
に
含
ま
れ
る
。
祝
家
荘

鎮
人
民
政
府
（
以
下
、
鎮
政
府
と
略
称
）
で
確
認
し
た
二
〇
〇
七

年
の
統
計
に
よ
る
と
、
一
〇
の
村
民
小
組
を
持
つ
小
強
村
の
統
計

数
値
は
、
人
口
四
七
三
七
人
、
戸
数
一
一
四
一
戸
、
家
畜
が
ウ
シ

一
三
五
〇
頭
、
ブ
タ
五
〇
〇
〇
頭
、
ヤ
ギ
三
五
〇
頭
、
ニ
ワ
ト
リ

八
五
〇
羽
、
耕
地
面
積
六
〇
九
〇
畝
（
5
）
（
約
四
〇
六
ha
）
で
あ
る
。

た
だ
し
、
小
強
村
の
過
去
の
統
計
や
村
民
小
組
単
位
の
統
計
は
鎮

政
府
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。

祝
南
組
と
祝
西
組
を
主
に
構
成
す
る
鄭
姓
の
言
い
伝
え
に
よ
る

と
、
彼
ら
の
祖
先
は
一
七
世
紀
の
明
末
清
初
に
こ
の
地
に
移
住
し

て
き
た
と
い
う
。
一
方
、
清
代
か
ら
現
在
ま
で
に
出
さ
れ
た
岐
山

県
の
地
方
志
（
6
）
を
見
る
と
、
祝
家
荘
と
い
う
文
字
を
文
献
で
確
認
で

き
る
の
は
解
放
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（e.g.

岐
山
縣
志
編

纂
委
員
会
一
九
九
二
）。
一
九
五
六
年
の
行
政
区
画
の
変
更
に
伴

い
、
従
来
の
西
荘
郷
、
小
強
郷
、
岐
陽
郷
な
ど
が
統
合
さ
れ
て
祝

家
荘
郷
と
な
っ
た
。
当
時
の
政
府
で
あ
る
祝
家
荘
郷
人
民
委
員
会

は
四
九
の
自
然
村
を
統
括
し
て
い
た
。
祝
家
荘
郷
人
民
委
員
会
は

一
九
五
八
年
か
ら
始
ま
る
人
民
公
社
化
の
過
程
を
経
て
、
一
九
六

一
年
に
祝
家
荘
人
民
公
社
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
時
点
で
の
祝

史
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家
荘
人
民
公
社
は
一
〇
の
生
産
大
隊
（
7
）
、
八
五
の
生
産
隊
（
8
）
を
有
し
、

祝
家
荘
の
属
す
る
小
強
生
産
大
隊
は
一
三
の
生
産
隊
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
。
一
九
八
四
年
に
人
民
公
社
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
祝
家

荘
人
民
公
社
は
祝
家
荘
郷
人
民
政
府
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
八
〇

年
代
以
降
の
急
激
な
発
展
の
中
で
祝
家
荘
鎮
人
民
政
府
と
な
っ
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

四

調
査
の
方
法

住
民
に
と
っ
て
、
土
壕
は
採
土
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
窪

地
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
採
土
活
動
が
行
わ
れ
た
と
さ

れ
る
窪
地
で
あ
っ
て
も
、
採
土
前
の
原
地
形
を
確
認
し
、
地
形
改

変
の
程
度
で
土
壕
か
否
か
を
認
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
研
究
に
当
た
っ
て
、
よ
り
客
観
的
な
基
準
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
採
土
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

土
崖
（
9
）
が
周
囲
を
囲
む
窪
地
を
土
壕
と
定
義
し
、
採
土
活
動
が
行
わ

れ
て
も
窪
地
と
な
ら
な
い
土
地
や
土
崖
に
囲
ま
れ
て
い
な
い
窪
地

は
検
討
か
ら
除
外
し
た
。

ま
た
、
現
時
点
で
は
土
壕
の
起
源
も
明
ら
か
で
な
い
。
文
献
資

料
に
は
、
土
糞
の
施
用
な
ど
土
の
利
用
に
関
す
る
記
述
こ
そ
散
見

さ
れ
る
が
、
採
土
地
点
や
窪
地
の
土
地
利
用
な
ど
に
関
し
て
ご
く

僅
か
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
考
古
資
料
に
つ
い
て
も
、
秦
漢
時

期
以
降
の
村
落
址
の
発
掘
例
が
乏
し
い
た
め
、
土
壕
の
検
出
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
文
献
資
料
や
考
古
資
料
だ
け

か
ら
土
壕
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
対
象
と
す
る
時
期
を
、
現
地
調
査
に
よ
っ
て
資
料
不
足

を
補
え
る
近
現
代
に
限
定
す
る
。

調
査
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
九
日
〜
九
月
二
日
、
二
〇
〇
七

年
三
月
二
日
〜
七
日
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
六
日
〜
二
三
日
の
三

回
、
合
計
一
九
日
間
実
施
し
た
。
各
調
査
で
は
、
聴
き
取
り
と
観

察
に
よ
っ
て
、
特
に
土
壕
の
分
布
を
中
心
と
し
た
村
落
の
状
況
、

土
壕
内
部
の
土
地
利
用
、
土
壕
の
拡
大
過
程
、
土
壕
の
土
の
利
用

な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
た
。
聴
き
取
り
は
、
住
民
や
鎮
政
府
役

人
、
い
ず
れ
も
五
〇
〜
六
〇
代
の
男
性
延
べ
一
三
人
を
対
象
に
行

っ
た
。
年
齢
や
性
別
に
偏
り
が
あ
る
の
は
、
出
稼
ぎ
な
ど
の
社
会

状
況
に
加
え
、
筆
者
が
築
い
た
人
間
関
係
を
通
し
て
聴
き
取
り
を

実
施
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
土
壕
の
分
布
に
関
し
て
、
外
国

人
に
よ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
地
踏
査

の
状
況
や
写
真
を
参
考
に
し
て
、
祝
家
荘
周
辺
の
模
式
図
（
図

６
）
や
土
壕
内
部
に
お
け
る
採
土
痕
（
10
）
の
分
布
図
（
図
７
）
を
作
成

し
た
。

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕

一
一
七
（
一
一
七
）



（
一
）
祝
家
荘
周
辺
の
状
況
（
図
６
）

五

観
察
し
得
た
現
状

祝
家
荘
は
、
岐
山
県
の
北
の
麟
游
県
と
南
の
眉
県
を
南
北
に
結

ぶ
麟
眉
公
路
と
岐
山
県
城
か
ら
東
に
伸
び
る
岐
青
公
路
が
交
差
す

る
交
通
の
要
衝
に
立
地
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
渭
河
平
原
を
め
ぐ

る
環
状
線
で
あ
る
関
中
環
線
が
調
査
当
時
に
建
設
中
で
あ
り
、
利

便
性
が
更
に
向
上
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

宅
地
は
祝
南
組
、
祝
西
組
、
王
家
組
、
高
家
組
に
区
分
さ
れ
て

い
た
が
、
王
家
組
と
高
家
組
は
村
落
の
中
心
部
か
ら
や
や
離
れ
て

い
た
。
鎮
政
府
が
置
か
れ
た
祝
家
荘
鎮
の
中
心
村
落
で
あ
っ
た
た

め
、
住
宅
に
加
え
て
鎮
政
府
や
小
中
学
校
な
ど
の
公
共
機
関
、
工

場
、
商
店
、
飲
食
店
の
割
合
が
周
囲
の
村
落
よ
り
も
高
か
っ
た
。

そ
れ
ら
の
建
物
は
主
に
麟
眉
公
路
、
岐
青
公
路
、
鎮
政
府
前
の
道

路
に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
宅
地
や
土
壕
の
規
模

が
周
囲
の
村
落
と
比
較
し
て
際
立
っ
て
異
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。宅

地
周
辺
の
ほ
ぼ
全
て
の
土
地
は
、
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
て
、
林
地
や
草
地
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
耕
地

の
大
半
が
コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
二
毛
作
に
充
て
ら
れ
て
い

た
が
、
夏
季
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
を
行
わ
な
い
休
耕
地
が
比
較

的
多
く
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
ア
ブ
ラ
ナ
、
ダ
イ
ズ
な
ど

マ
メ
類
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ネ
ギ
な
ど
野
菜
類
等
々

が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
栽
培
を
行
う
果
樹
園
が
散

見
さ
れ
た
。

宅
地
の
西
側
か
ら
南
側
に
か
け
て
旧
河
道
が
走
っ
て
い
た
。
旧

河
道
の
土
崖
に
は
厚
い
礫
層
が
見
ら
れ
、
表
層
の
土
壌
の
厚
さ
は

他
の
土
地
よ
り
も
薄
か
っ
た
。
段
丘
崖
を
垂
直
に
削
っ
た
た
め
、

土
崖
が
形
成
さ
れ
て
も
窪
地
と
な
ら
な
い
土
地
が
旧
河
道
内
部
に

多
く
見
ら
れ
た
。

今
回
検
討
す
る
土
壕
はT

1

〜T
14 （

11
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、T

1

（
図
２
）、T

4

（
図
３
）、T

6

、T
7

、T
11

、T
12

は
宅
地

の
周
囲
に
分
布
し
て
い
た
。
ま
た
、T

1

、T
4

、T
8

は
麟
眉
公

路
、T

11

〜T
14

は
岐
青
公
路
に
沿
っ
て
位
置
し
て
い
た
。
そ

の
他
は
、
宅
地
か
ら
延
び
る
未
舗
装
道
路
の
脇
に
掘
削
さ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
祝
家
荘
周
辺
の
土
壕
は
宅
地
周
辺
や
宅
地
に

通
じ
る
道
路
沿
い
に
分
布
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

（
二
）
土
壕
内
部
の
土
地
利
用

土
壕
内
部
の
土
地
は
採
土
活
動
を
行
う
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

多
様
に
利
用
さ
れ
て
い
た
（
表
１
）。
以
下
、
各
土
壕
の
土
地
利

史
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図 6 祝家荘周辺模式図
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用
の
実
態
を
述
べ
た
後
、
採
土
活
動
が
行
わ
れ
た
地
点
に
つ
い
て

述
べ
る
。

T
1

は
周
辺
に
向
か
っ
て
放
射
状
に
細
長
く
延
び
る
特
殊
な
形

態
を
な
し
て
い
た
（
図
２
）。
そ
の
内
部
の
大
部
分
は
耕
地
や
高

家
組
の
住
宅
地
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
高
家
組
周
囲
に
打
穀
場
が

あ
り
、
高
家
組
と
祝
南
組
の
間
に
工
場
排
水
や
雨
水
が
溜
ま
る
池

が
見
ら
れ
た
。
打
穀
場
に
は
、
コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
幹

部
や
籾
殻
、
土
糞
が
そ
れ
ぞ
れ
積
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
茎
幹

部
や
籾
殻
は
燃
料
や
飼
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
か
、
土
崖
で
燃
や

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
、
放
射
状
に
延
び
た
部
分
に
は
養
豚

場
、
果
樹
園
、
林
地
が
分
布
し
て
い
た
。
ま
た
、
王
家
組
南
辺
の

土
崖
に
は
横
穴
式
住
居
で
あ
る
「
�
洞
（
ヤ
オ
ト
ン
）」
址
が
並

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
灰
等
が
投

棄
さ
れ
た
地
点
がT

1

内
部
に
散
見
さ
れ
た
。

T
2

、T
3

は
い
ず
れ
もT

1

か
ら
延
び
た
細
長
い
窪
地
で
あ

り
、
未
舗
装
道
路
の
土
崖
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
た
。T

2

に

は
林
地
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
一
部
の
土
崖
で
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
灰
等
が
投
棄
さ
れ
て
い
た
。T

3

内
部
は
耕
地
化
さ
れ

て
い
て
、
北
部
に
打
穀
場
が
広
が
っ
て
い
た
。T

1

の
北
辺
に
は

さ
ら
に
採
土
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
窪
地
を
確
認
で
き
た
が
、

南
側
に
土
崖
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
土
壕
と
し
て
扱
っ
て
い
な

表 1 土壕内部の土地利用
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○

○

○

7

○

6

○

54

○

○

○

3

○

○

○
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○
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○

○

○
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い
。

T
4

で
は
南
部
と
北
部
に
深
い
窪
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
（
図

３
）。T

4

の
大
部
分
は
耕
地
で
あ
り
、
南
部
に
果
樹
園
が
点
在

し
て
い
た
。
祝
西
組
付
近
の
土
崖
に
は
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
灰
等
が
投
棄
さ
れ
て
い
た
。T

4

の
西
側
に
も
大
規
模
な
窪

地
が
見
ら
れ
た
が
、
土
崖
の
一
部
が
均
さ
れ
て
緩
や
か
な
傾
斜
に

な
っ
て
い
た
。

T
5

の
内
部
は
未
利
用
で
あ
っ
た
。T

5

は
南
方
の
旧
河
道
に

向
か
っ
て
傾
斜
し
た
土
地
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
周
囲
に

は
採
土
活
動
が
行
わ
れ
て
も
土
崖
に
囲
ま
れ
て
い
な
い
窪
地
が
散

在
し
て
い
た
。

宅
地
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
存
在
す
るT

6
、T

7

は
、
い
ず
れ

も
内
部
に
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
灰
等
が
散
乱
し
て
い
た
。

祝
家
荘
の
南
か
ら
西
に
か
け
て
分
布
す
るT

8

〜T
14

は
旧
河

道
内
部
に
形
成
さ
れ
た
土
壕
で
あ
る
。

T
8

の
内
部
は
比
高
の
異
な
る
土
地
が
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
地

形
を
な
し
て
い
た
。T

8

の
西
半
は
、
大
部
分
が
耕
地
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
も
林
地
が
存
在
し
、
麟
眉
公
路
脇
に
は
砕
石
場
が
見
ら

れ
た
。T

8

の
東
半
は
、
調
査
当
時
に
行
わ
れ
た
関
中
環
線
建
設

に
伴
う
大
規
模
な
採
土
活
動
に
よ
っ
て
急
速
に
拡
大
し
た
。
搬
出

さ
れ
た
土
は
旧
河
道
の
窪
地
を
埋
め
立
て
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
。

採
土
後
の
土
地
に
は
養
牛
場
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。

T
8

の
西
側
に
は
旧
河
道
の
段
丘
崖
を
垂
直
に
削
る
よ
う
に
掘

削
し
た
土
崖
が
数
多
く
分
布
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
土
崖
に
囲
ま

れ
て
い
た
土
地
がT

9

〜T
14

に
当
た
る
。T

9

、T
13

、T
14

は
未
利
用
で
あ
っ
た
が
、T

10

は
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
。T

11

、T
12

は
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
灰
、
焼

成
煉
瓦
の
廃
材
等
の
大
量
投
棄
に
よ
っ
て
徐
々
に
埋
め
立
て
ら
れ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
祝
家
荘
周
辺
に
は
様
々
な
規
模
や
形
態
の
土
壕

が
分
布
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
耕
地
と
し
て

利
用
さ
れ
、
そ
の
他
に
果
樹
園
、
林
地
、
打
穀
場
、
大
型
畜
舎
、

工
場
、
住
宅
地
、
ゴ
ミ
捨
て
場
、
池
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
鮮
明
な
採
土
痕
を
確
認
で
き
た
土
壕
（
図
７
）
はT

1

〜T
4

、T
7

、T
8

で
あ
っ
た
。
特
にT

1

、T
4

、T
8

な
ど
の

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
外
形
を
持
っ
て
い
た
り
、
内
部
に
高
低
差
が

存
在
す
る
土
壕
に
分
布
が
集
中
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、T

1

の
細

長
く
延
び
た
部
分
で
は
、
宅
地
直
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
採

土
痕
が
残
さ
れ
て
い
た
地
点
が
あ
っ
た
。

採
土
痕
が
鮮
明
で
あ
っ
た
地
点
で
は
、
土
崖
を
外
側
に
向
か
っ

て
削
る
よ
う
に
土
壕
を
拡
げ
る
、
土
崖
の
下
部
に
堆
積
し
て
い
る

崩
落
し
た
土
を
利
用
す
る
、
地
表
を
掘
っ
て
土
壕
を
深
く
す
る
と

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕

一
二
一
（
一
二
一
）



図 7 土壕内部における採土痕の分布
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い
う
三
種
類
の
採
土
法
を
確
認
で
き
た
。
そ
の
中
で
土
崖
を
削
る

よ
う
に
掘
る
方
法
が
最
も
多
か
っ
た
。
土
崖
を
掘
削
す
る
場
合
、

採
土
後
も
急
傾
斜
の
土
崖
が
形
成
さ
れ
、
緩
や
か
な
斜
面
に
な
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
土
壕
周
囲
の
多
く
の
地
点
で
、
道
路
、
灌
漑
用
水
路
、

樹
木
、
杭
な
ど
の
土
地
の
境
界
を
示
す
も
の
が
見
ら
れ
た
。
例
え

ば
、
関
中
環
線
の
建
設
に
伴
っ
て
急
速
に
拡
大
し
たT

12

東
半

の
周
囲
に
は
、
土
地
の
境
界
を
示
す
杭
が
打
た
れ
て
い
た
。

（
三
）
土
壕
の
土
の
利
用

土
�
な
ど
の
建
材

家
屋
は
「
土
�
」
と
呼
ば
れ
る
日
干
し
煉
瓦
製
の
も
の
と
焼
成

煉
瓦
製
の
も
の
が
あ
り
、
�
洞
に
居
住
す
る
住
民
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
家
屋
の
大
部
分
が
焼
成
煉
瓦
製
に
替
わ
っ
て
い
て
、
土
�

製
は
僅
か
に
残
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
調
査
当
時
、
こ

れ
ら
の
建
材
は
祝
家
荘
で
製
造
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

土
�
製
家
屋
は
、
土
�
を
積
み
重
ね
て
壁
が
構
築
さ
れ
、
そ
う

し
た
壁
の
表
面
や
土
�
の
間
に
作
物
の
茎
幹
部
や
籾
殻
な
ど
を
含

む
土
が
塗
ら
れ
て
い
た
（
図
８
）。
さ
ら
に
、「
�
」
と
呼
ば
れ
る

か
ま
ど
や
「
�
（
12
）
」
と
呼
ば
れ
る
暖
房
装
置
を
造
る
た
め
に
も
土
�

が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
家
屋
は
土
を
突
き
固
め
た
「
土

図 8 土�製家屋 2006年 8月撮影
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墻
」
と
呼
ば
れ
る
塀
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
た
。
一
方
、
焼
成
煉

瓦
製
家
屋
で
は
、
主
に
焼
成
煉
瓦
と
セ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
こ
れ
ら

全
て
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。

廃
材
と
な
っ
た
土
�
は
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
土
�

製
家
屋
が
少
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
廃
材
は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
単
独
で
耕
地
に
施
用
さ
れ
る
よ
り
も
糞
尿
と
共
に
土
糞
を

製
造
し
て
か
ら
施
用
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
他
方
、
焼
成
煉

瓦
の
廃
材
は
大
部
分
が
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。

土
糞
の
製
造

土
糞
の
製
造
は
、
わ
け
て
も
多
く
観
察
さ
れ
た
土
の
利
用
法
で

あ
っ
た
。
周
辺
に
河
川
や
湖
沼
、
森
林
が
な
い
た
め
、
河
泥
な
ど

の
養
分
に
富
む
土
で
は
な
く
、
土
壕
の
土
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。
実
見
し
た
土
糞
は
主
に
家
畜
糞
や
人
糞
尿
を
土
と
混
ぜ
て
製

造
さ
れ
、
作
物
の
茎
幹
部
を
殆
ど
含
ま
な
か
っ
た
。
家
畜
を
保
有

す
る
農
家
で
は
土
糞
の
量
が
多
く
、
糞
尿
量
の
多
寡
が
土
糞
の
製

造
量
に
直
結
し
て
い
た
。
以
下
、
糞
尿
の
収
集
か
ら
土
糞
の
施
用

ま
で
の
過
程
を
述
べ
る
。

家
畜
の
多
く
が
舎
飼
さ
れ
て
い
た
祝
家
荘
で
は
、
主
に
畜
舎
で

家
畜
糞
が
収
集
さ
れ
て
い
た
。
畜
舎
は
、
土
�
製
の
古
い
も
の
が

若
干
見
ら
れ
た
も
の
の
、
大
部
分
が
焼
成
煉
瓦
製
で
あ
っ
た
。
焼

成
煉
瓦
製
畜
舎
の
床
面
は
セ
メ
ン
ト
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
家
畜
管

理
の
た
め
に
土
を
敷
き
詰
め
た
事
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
般

的
な
農
家
で
は
、
ブ
タ
や
ヤ
ギ
な
ど
の
小
型
家
畜
を
前
庭
や
裏
庭

に
畜
舎
を
建
て
て
飼
育
し
て
い
た
。
ヤ
ギ
の
多
く
は
草
が
茂
る
季

節
、
畜
舎
の
外
に
繋
が
れ
て
い
た
。
ウ
シ
な
ど
の
大
型
家
畜
は
納

屋
を
利
用
し
た
畜
舎
に
入
れ
る
か
、
前
庭
や
裏
庭
に
柵
を
設
け
て

繋
い
で
い
た
。
聴
取
調
査
の
為
に
訪
れ
た
農
家
で
は
、
家
畜
糞
を

こ
ま
め
に
収
集
し
て
い
て
、
家
畜
の
排
便
に
気
付
く
度
に
ほ
う
き

や
ス
コ
ッ
プ
を
使
用
し
て
隅
に
ま
と
め
、
畜
舎
を
清
潔
に
保
っ
て

い
た
。
畜
舎
内
の
家
畜
糞
は
、
あ
る
程
度
貯
ま
る
と
畜
舎
か
ら
運

び
出
さ
れ
、
土
と
共
に
積
ま
れ
て
い
た
。
畜
舎
の
外
に
繋
が
れ
て

い
た
家
畜
の
糞
も
同
様
に
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
近
年
、
農

家
に
よ
っ
て
は
「
沼
氣
池
」
と
呼
ば
れ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
装
置

が
畜
舎
に
導
入
さ
れ
た
。
沼
氣
池
は
、
密
閉
し
た
タ
ン
ク
に
糞
尿

と
水
を
貯
め
、
嫌
気
性
微
生
物
が
糞
尿
中
の
有
機
物
を
分
解
す
る

こ
と
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
集
め
る
装
置
で
あ
る
。
メ
タ
ン

ガ
ス
は
燃
料
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
発
酵
が
完
了
し
た
廃
液
や
固
体

廃
棄
物
は
肥
料
と
し
て
耕
地
に
施
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

沼
氣
池
を
導
入
し
た
農
家
は
、
糞
尿
処
理
に
土
を
必
要
と
し
な
く

な
っ
て
い
た
。

一
方
、
人
糞
尿
は
便
所
で
収
集
さ
れ
て
い
た
。
畜
舎
脇
に
建
設

史
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さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
ブ
タ
に
人
糞
を
食
べ
さ
せ
る

構
造
の
豚
便
所
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
便
所
の
構
造
は
簡
単
な

穴
を
掘
っ
て
周
囲
を
壁
で
囲
ん
だ
も
の
や
傾
斜
し
た
溝
に
よ
っ
て

人
糞
尿
を
便
所
の
隣
に
落
と
す
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
便

所
は
「
旱
茅
」
と
呼
ば
れ
、
人
糞
尿
を
土
や
灰
で
覆
っ
て
処
理
し

て
い
た
。
人
糞
尿
が
あ
る
程
度
貯
ま
る
と
、
旱
茅
か
ら
運
び
出
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
製
の
水
槽
に
水
と
と
も
に
人
糞
尿

を
貯
め
る
「
水
茅
」
と
呼
ば
れ
る
便
所
や
前
述
の
沼
氣
池
に
よ
っ

て
、
処
理
に
土
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
農
家
も
少
な
か
ら
ず
見

ら
れ
た
。

土
糞
を
製
造
す
る
農
家
で
は
、
収
集
し
た
家
畜
糞
や
人
糞
尿
を

畜
舎
や
便
所
の
隣
に
積
み
上
げ
、
他
の
廃
棄
物
と
共
に
土
と
混
ぜ

て
発
酵
さ
せ
て
い
た
。
畜
舎
や
便
所
の
周
囲
に
は
土
壕
か
ら
運
搬

し
て
き
た
土
が
置
か
れ
、
発
酵
の
た
め
に
随
時
使
用
さ
れ
て
い
た
。

畜
舎
や
便
所
の
周
囲
に
積
み
き
れ
な
く
な
っ
た
土
糞
は
、
宅
地
周

辺
に
あ
る
打
穀
場
、
道
路
脇
、
畦
道
な
ど
に
運
ば
れ
て
い
た
。
運

搬
に
は
量
に
応
じ
て
ザ
ル
、
天
秤
棒
、
人
力
車
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
土
崖
に
隣
接
し
た
高
家
組
周
囲
で
は
、
土
崖
の
採
土

地
点
ま
で
糞
尿
を
運
ん
で
製
造
し
た
土
糞
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、

沼
氣
池
や
水
茅
で
収
集
さ
れ
た
糞
尿
は
直
接
耕
地
に
運
ば
れ
て
い

た
。

宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成

宅
地
で
は
盛
土
を
し
て
基
盤
を
整
え
た
形
跡
を
確
認
で
き
た
。

特
に
耕
地
に
隣
接
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
一

方
、
関
中
環
線
の
よ
う
な
道
路
建
設
で
も
、
平
坦
な
道
路
を
造
成

す
る
た
め
に
大
規
模
な
地
形
改
変
が
行
わ
れ
て
い
た
。
窪
地
な
ど

の
低
地
に
道
路
を
建
設
す
る
際
、
埋
立
て
に
莫
大
な
量
の
土
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

六

聴
き
取
れ
た
歴
史

以
下
、
四
人
以
上
が
述
べ
た
情
報
を
中
心
に
記
述
し
た
。

（
一
）
土
壕
内
部
の
土
地
利
用

一
九
四
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、
土
壕
内
部
の
大
部
分
が
耕
地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
高
家
組
の
住
宅
地
は
一
九

四
〇
年
代
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
加
え
て
、
調
査
当

時
に
は
す
で
に
消
失
し
た
が
、「
	
池
」
と
呼
ば
れ
る
溜
池
が
宅

地
の
周
囲
に
存
在
し
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
ら

し
い
。

土
地
利
用
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
急
激
に
変
化
し
て
き
た
と

い
う
。
果
樹
園
、
工
場
、
大
型
畜
舎
と
し
て
の
利
用
が
始
ま
り
、
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土
糞
と
し
て
耕
地
に
還
元
で
き
な
い
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
の
廃
棄
物
が
増
加
し
た
こ
と
で
ゴ
ミ
捨
て
場
も
出
現
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
王
家
組
の
人
々
は
元
来
、
王
家
組
南
側

の
土
崖
に
あ
る
�
洞
址
に
居
住
し
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に

�
洞
を
放
棄
し
て
現
在
の
住
宅
地
に
移
転
し
た
と
言
わ
れ
る
。
一

方
、
宅
地
の
周
囲
に
存
在
し
た
	
池
を
含
む
比
較
的
規
模
が
小
さ

な
土
壕
は
、
宅
地
拡
大
に
伴
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
調
査
当
時
に

は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

土
壕
内
部
の
殆
ど
は
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、

土
壕
を
掘
削
す
る
と
養
分
を
多
く
含
む
表
層
の
土
壌
が
取
り
除
か

れ
る
た
め
、
一
見
す
る
と
採
土
後
の
土
地
が
耕
作
適
地
に
見
え
な

い
。
住
民
は
こ
れ
を
気
に
し
て
お
ら
ず
、
施
肥
を
数
年
続
け
れ
ば

作
物
を
栽
培
で
き
る
ら
し
い
。

ま
た
、
土
壕
を
掘
削
す
る
前
の
土
地
は
耕
作
不
適
地
で
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
う
し
た
土
地
は
、
周
囲
よ
り
比
高
が
高
く
水
分
保
持

が
難
し
い
、
灌
漑
が
出
来
な
い
、
地
形
が
平
坦
で
な
い
の
で
農
作

業
が
容
易
で
な
い
、
地
味
が
痩
せ
て
い
る
等
の
状
態
で
あ
っ
た
こ

と
が
語
ら
れ
た
。
一
方
、
比
高
が
低
く
な
っ
た
土
壕
内
部
は
、
灌

漑
水
を
引
き
や
す
く
、
雨
水
も
集
積
し
や
す
く
な
り
、
水
分
条
件

が
採
土
前
に
比
べ
て
向
上
す
る
と
い
う
。
特
に
降
水
量
が
充
分
な

近
年
、
灌
漑
を
行
わ
な
く
て
も
耕
作
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
ら
し

い
。
さ
ら
に
、
土
壕
の
掘
削
と
同
時
に
行
わ
れ
る
「
平
整
土
地
（
13
）
」

に
よ
っ
て
、
採
土
後
に
新
た
に
露
出
し
た
地
表
が
平
坦
に
な
る
た

め
、
元
来
は
平
坦
で
な
か
っ
た
土
地
で
も
農
作
業
が
容
易
な
耕
地

に
な
る
と
言
わ
れ
る
。

（
二
）
土
壕
の
拡
大
過
程

採
土
活
動
は
土
壕
外
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

外
部
で
の
採
土
活
動
は
土
地
平
整
と
関
連
が
あ
り
、
周
囲
よ
り
も

比
高
が
高
い
土
地
で
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
と
は
い
え
、
外
部
で
の

採
土
活
動
の
頻
度
や
採
土
量
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
採
土
地
点

は
土
の
用
途
で
は
な
く
採
土
量
に
応
じ
て
選
択
さ
れ
た
ら
し
く
、

外
部
で
採
土
活
動
を
行
う
の
は
少
量
の
土
を
必
要
と
す
る
場
合
に

限
ら
れ
た
と
い
う
情
報
も
得
ら
れ
た
。

土
壕
は
宅
地
周
辺
や
道
路
沿
い
の
土
地
で
拡
大
し
て
き
た
と
い

う
。
土
�
な
ど
の
建
材
や
土
糞
の
製
造
が
行
わ
れ
た
宅
地
ま
で
、

容
易
に
土
を
運
搬
で
き
る
土
地
で
採
土
活
動
を
行
っ
た
か
ら
だ
と

言
わ
れ
る
。
ま
た
、
土
壕
を
掘
削
す
る
前
の
土
地
は
耕
地
や
未
利

用
地
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
特
に
耕
地
の
場
合
、
前
述
の
耕
作

不
適
地
が
選
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
耕
作
適
地
で
は
作
物
栽
培
が

優
先
さ
れ
た
の
で
、
採
土
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

土
壕
の
拡
大
方
向
や
分
布
を
決
定
づ
け
る
採
土
地
点
の
範
囲
は
、

史
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土
地
所
有
権
や
「
承
包
権
」
と
呼
ば
れ
る
耕
作
請
負
権
に
影
響
さ

れ
て
き
た
。
一
九
四
〇
年
代
以
前
、
各
戸
が
そ
れ
ぞ
れ
土
地
を
所

有
し
て
い
た
。
採
土
活
動
は
各
戸
が
所
有
す
る
土
壕
内
部
の
土
地

で
個
別
に
行
わ
れ
、
土
壕
の
内
外
を
問
わ
ず
誰
も
が
採
土
活
動
を

行
え
る
共
有
地
は
無
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年

代
、
集
団
農
業
が
行
わ
れ
、
土
地
所
有
権
が
集
団
に
属
し
て
い
た

時
期
に
は
、
各
生
産
隊
が
規
定
の
土
地
か
ら
皆
で
一
斉
に
土
を
採

取
し
た
ら
し
い
。

生
産
請
負
制
が
導
入
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
土
地
所
有

権
は
依
然
と
し
て
集
団
に
属
す
る
も
の
の
、
承
包
権
に
よ
っ
て
、

各
戸
で
利
用
す
る
土
地
と
そ
の
他
の
共
有
地
と
い
う
土
地
区
分
が

成
立
し
た
。
各
戸
は
土
壕
内
部
の
共
有
地
に
設
定
さ
れ
た
採
土
場

や
自
ら
が
承
包
権
を
有
す
る
土
地
で
、
個
別
に
採
土
活
動
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
村
民
小
組
の
採
土
場
で
採
土
活
動
を
行

う
場
合
、
所
属
す
る
住
民
な
ら
ば
誰
で
も
土
を
採
る
こ
と
が
で
き
、

時
期
や
採
土
量
の
制
限
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
一
方
、
承
包
権
を

有
す
る
土
地
で
は
、
土
を
大
量
に
採
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

後
述
す
る
よ
う
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
土
�
な
ど
の
建
材
や
土

糞
の
製
造
量
が
減
少
し
た
時
期
で
あ
り
、
作
物
栽
培
が
優
先
さ
れ

る
耕
地
で
土
を
採
る
こ
と
が
殆
ど
無
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
耕
地
中
に
は
承
包
権
が
誰
に
も
属
さ
な
い
未
利
用
地
も
あ

っ
た
が
、
そ
う
し
た
土
地
で
あ
っ
て
も
土
を
大
量
に
採
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

集
団
が
土
地
所
有
権
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
五
〇
年
代

以
降
、
生
産
隊
や
村
民
小
組
の
長
が
土
壕
内
部
の
採
土
場
の
位
置

を
決
定
し
て
き
た
ら
し
く
、
そ
の
位
置
は
土
壕
の
拡
大
と
と
も
に

設
定
し
直
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
承
包
権
が
成
立
し
た
一
九
八
〇

年
代
以
降
に
土
壕
を
拡
大
す
る
場
合
、
拡
大
先
の
耕
地
に
は
承
包

権
を
与
え
ず
に
採
土
場
と
し
、
拡
大
後
に
改
め
て
分
配
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

土
壕
の
規
模
は
村
落
の
歴
史
が
長
い
ほ
ど
大
き
く
な
る
と
い
う
。

も
っ
と
も
、
調
査
当
時
に
見
ら
れ
た
広
大
な
土
壕
は
、
一
九
五
〇

〜
一
九
七
〇
年
代
に
急
速
に
拡
大
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
殆
ど
拡
大
し
て
い
な
い
ら
し
い
。
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ン
ト
は
、
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
土
�
な
ど
の
建
材
や
土

糞
の
製
造
と
そ
れ
に
伴
う
採
土
活
動
を
土
壕
の
拡
大
と
結
び
つ
け

て
語
っ
て
い
た
。

（
三
）
土
壕
の
土
の
利
用

土
�
な
ど
の
建
材
の
製
造

焼
成
煉
瓦
の
使
用
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
経
済
発
展
に
よ

る
収
入
増
加
と
と
も
に
急
増
し
た
と
い
う
。
調
査
当
時
に
用
い
ら

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕

一
二
七
（
一
二
七
）



れ
た
焼
成
煉
瓦
は
、
周
囲
の
村
落
に
存
在
す
る
煉
瓦
工
場
か
ら
搬

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
焼
成
煉
瓦
が
普
及
す
る
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
土
�
は
、

自
給
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
殆
ど
が
土
�

を
製
造
し
た
経
験
が
あ
る
と
語
っ
た
。
水
分
を
含
ま
せ
た
土
を
型

枠
に
入
れ
て
押
し
固
め
た
後
、
乾
燥
さ
せ
て
製
造
し
た
と
い
う
。

土
�
製
家
屋
は
年
月
が
経
過
す
る
と
改
修
や
新
築
を
必
要
と
し
、

特
に
損
耗
が
激
し
い
�
や
�
は
頻
繁
に
改
修
し
た
そ
う
で
あ
る
。

土
糞
の
製
造

土
糞
の
製
造
は
季
節
を
問
わ
ず
随
時
行
わ
れ
て
き
た
ら
し
い
。

処
理
の
手
間
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
家
畜
糞
と
人
糞
尿
を
一
緒
に

し
て
製
造
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
一
般
に
土
と
糞
尿
は

二
対
一
〜
三
対
一
の
割
合
で
混
ぜ
合
わ
さ
れ
た
ら
し
い
。
積
ま
れ

た
土
糞
は
満
遍
な
く
発
酵
さ
せ
る
た
め
に
時
々
混
ぜ
返
さ
れ
、
黒

色
に
変
化
す
れ
ば
施
用
で
き
る
状
態
に
な
る
と
言
わ
れ
る
（
14
）
。
こ
う

し
た
発
酵
中
の
土
糞
は
、
前
庭
や
裏
庭
な
ど
の
家
屋
周
囲
、
宅
地

入
口
、
道
路
脇
、
畦
道
等
に
積
ん
で
置
い
た
そ
う
で
あ
る
。
土
糞

の
施
用
時
期
は
耕
起
前
や
冬
季
で
あ
っ
た
と
い
う
。
土
糞
が
基
肥

と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
作
物
の
成
長
を
邪
魔
せ
ず
に

運
搬
で
き
る
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。

土
糞
の
製
造
量
は
一
九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
に
最
も
多
く
な

り
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
激
減
し
た
と
い
う
。
そ
の
要
因
と
し

て
、
家
畜
数
の
変
化
と
化
学
肥
料
の
普
及
が
言
わ
れ
る
。
統
計
資

料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
だ
が
、
家
畜
数
は
一
九

五
〇
年
代
か
ら
畜
力
利
用
や
肥
料
増
産
の
た
め
に
増
加
し
て
き
た

と
い
う
。
肥
料
増
産
に
関
し
て
は
、
家
畜
糞
自
体
を
投
下
す
る
の

で
は
な
く
、
一
九
四
〇
年
代
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、

土
糞
を
製
造
し
て
か
ら
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
土
糞
が
増
産
さ
れ
た
と
い
う
。
特
に
集
団
農
業
が
行
わ
れ
た
一

九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
は
、
生
産
隊
単
位
で
家
畜
を
飼
育
し
、

そ
れ
に
必
要
な
土
を
皆
で
一
斉
に
採
取
し
た
と
い
う
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
農
業
機
械
化
や
出
稼
ぎ
に
よ

る
労
働
力
不
足
を
要
因
と
し
て
、
一
般
農
家
の
保
有
す
る
家
畜
数

が
減
少
し
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は

収
入
増
加
に
よ
っ
て
化
学
肥
料
の
購
入
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

土
糞
に
対
す
る
依
存
度
が
低
下
し
て
き
た
と
い
う
。
化
学
肥
料
が

主
要
な
肥
料
と
な
っ
た
こ
と
で
、
家
畜
管
理
や
採
土
活
動
な
ど
に

莫
大
な
労
力
と
時
間
を
必
要
と
す
る
土
糞
を
製
造
し
な
く
な
っ
て

き
た
ら
し
い
。
聴
取
情
報
に
基
づ
く
限
り
、
農
業
の
省
力
化
が
進

行
し
た
今
日
、
土
糞
は
糞
尿
処
理
の
た
め
に
製
造
さ
れ
て
い
る
と

い
う
印
象
が
強
か
っ
た
。

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

一
二
八
（
一
二
八
）



さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
前
述
し
た
焼
成
煉
瓦
製
畜
舎

や
水
茅
が
増
加
し
て
き
た
と
い
う
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
沼
氣

池
が
出
現
し
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
土

を
敷
き
詰
め
る
家
畜
管
理
の
減
少
、
糞
尿
処
理
に
土
を
必
要
と
し

な
い
構
造
を
持
つ
畜
舎
や
便
所
の
増
加
に
よ
っ
て
、
糞
尿
を
肥
料

と
し
て
利
用
す
る
場
合
で
も
土
糞
を
製
造
し
な
い
農
家
が
増
加
し

て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成

宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成
は
、
住
民
に
と
っ
て
土
�
な
ど
の
建

材
や
土
糞
の
製
造
ほ
ど
日
常
的
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
一
方
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
急
激
な
宅
地
拡
大
と
大
規
模
な
道
路
建
設

に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
基
盤
造
成
が
行
わ
れ
る
機
会
が
増
加
し
て

き
た
と
い
う
。
し
か
も
、
宅
地
拡
大
に
伴
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た

土
壕
が
い
く
つ
か
存
在
し
た
ら
し
い
。

七

祝
家
荘
に
お
け
る
近
現
代
の
景
観
変
遷

前
二
章
に
記
述
し
た
諸
情
報
を
照
合
す
る
と
、
祝
家
荘
の
土
壕

を
伴
う
村
落
景
観
の
形
成
過
程
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
く
る
。

（
一
）
土
壕
内
部
の
土
地
利
用

祝
家
荘
周
辺
で
確
認
で
き
た
土
壕
（T

1

〜T
14

）
に
つ
い
て

は
、
規
模
や
形
態
が
実
に
多
様
で
、
宅
地
周
囲
や
宅
地
に
通
じ
る

道
路
脇
に
分
布
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
土
壕
を
掘
削
す
る
土
地
の

特
徴
は
、
土
の
運
搬
が
容
易
な
土
地
で
あ
り
、
耕
作
不
適
地
で
あ

っ
た
と
い
う
。

土
壕
内
部
は
多
様
に
利
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
特
に
そ
の
大
部

分
が
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
一
九
四
〇
年
代
以

前
か
ら
、
耕
地
、
住
宅
地
、
	
池
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
と
言

わ
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
果
樹
園
、
工
場
、
大

型
畜
舎
、
ゴ
ミ
捨
て
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
一
方
、
宅
地
拡
大

に
よ
っ
て
	
池
が
消
失
し
た
と
い
う
。
調
査
当
時
の
土
地
利
用
形

態
は
、
耕
地
、
果
樹
園
、
林
地
、
打
穀
場
、
住
宅
地
、
工
場
、
大

型
畜
舎
、
ゴ
ミ
捨
て
場
、
池
で
あ
っ
た
。
林
地
、
打
穀
場
、
池
に

関
し
て
は
、
聴
取
が
充
分
で
な
い
た
め
に
言
及
で
き
な
い
。
未
利

用
地
も
随
所
に
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
元
来
、
耕
作
不
適
地
で
あ
っ
た
土
地
は
、
土
壕
拡
大
に

よ
る
地
形
改
変
を
通
し
て
、
水
分
条
件
に
恵
ま
れ
た
平
坦
な
土
地

に
変
貌
し
た
と
い
う
。
加
え
て
、
耕
地
の
表
層
を
掘
削
し
て
新
た

な
土
壌
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
は
、
連
作
障
害
を
抑
止
す
る
効
果
も

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕

一
二
九
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あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
露
出
し
た
土
壌
は
養
分
に
乏
し

い
た
め
、
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
に
施
肥
が
不
可
欠
と
な
る
。
施

肥
に
加
え
、
新
た
な
地
表
に
草
が
生
え
、
土
壕
外
部
か
ら
は
落
葉
、

作
物
の
茎
幹
部
、
家
畜
糞
、
養
分
の
豊
富
な
土
壌
な
ど
が
雨
水
と

と
も
に
供
給
さ
れ
、
土
壕
内
部
の
土
壌
の
養
分
が
徐
々
に
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
土
地
は
、
乾
燥
し
た
気
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
水
分
を
保
持
し
や
す
い
た
め
、
施
肥
を
続
け
て
養
分
が

補
給
さ
れ
れ
ば
耕
作
適
地
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
土
壕
の
拡
大
過
程

一
九
四
〇
年
代
以
前
、
各
戸
は
自
ら
が
所
有
す
る
土
壕
内
部
の

土
地
で
採
土
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
土
地
所
有
権
が
集

団
に
属
し
て
い
た
一
九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
、
住
民
は
規
定
の

土
地
で
一
斉
に
採
土
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
。
一
九
八
〇
年
代
以

降
に
な
る
と
、
共
有
地
の
採
土
場
や
各
戸
が
承
包
権
を
有
す
る
土

地
で
、
個
別
に
採
土
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
は
、
生
産
隊
や
村
民
小
組
の
長
が
採

土
場
の
位
置
を
決
め
て
き
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
採
土
活
動
が
土
地
所
有
制
度
の
影
響
を
受
け
る

た
め
、
土
壕
は
土
地
区
画
に
合
わ
せ
た
形
態
で
拡
大
し
て
き
た
。

こ
れ
は
土
崖
付
近
に
、
道
路
、
灌
漑
用
水
路
、
樹
木
、
杭
な
ど
の

土
地
の
境
界
を
示
す
も
の
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺

え
る
。
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
外
形
を
持
っ
て
い
た
り
、
内
部
に
高

低
差
が
存
在
す
る
土
壕
に
採
土
痕
の
分
布
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
の
は
、
採
土
可
能
範
囲
を
掘
り
尽
く
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
土
壕
の
分
布
や
拡
大
方
向
に
あ
る
程
度

の
規
制
や
計
画
性
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
宅
地
直
下

の
土
崖
な
ど
、
拡
大
の
余
地
が
な
い
地
点
で
も
採
土
活
動
が
行
わ

れ
て
い
た
た
め
、
全
て
の
採
土
活
動
が
村
落
の
幹
部
の
許
可
を
得

て
い
た
と
は
限
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

土
壕
の
拡
大
は
一
九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
に
最
も
急
速
に
進

行
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
殆
ど
進
行
し
て
い
な
い
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
筆
者
の
観
察
し
た
限
り
、
拡
大
が
今
な
お
進
行
し
て

い
る
土
壕
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
齟
齬
は
、

主
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
が
、
宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成
よ
り
も

土
�
な
ど
の
建
材
や
土
糞
の
製
造
に
伴
う
採
土
活
動
を
念
頭
に
土

壕
の
拡
大
を
語
っ
た
た
め
に
生
じ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
三
）
土
壕
の
土
の
利
用

土
�
な
ど
の
建
材
の
製
造

土
�
は
住
民
自
身
が
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
土
�
製

家
屋
を
維
持
す
る
た
め
に
頻
繁
に
改
修
や
新
築
が
行
わ
れ
る
こ
と

史
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か
ら
、
毎
年
の
よ
う
に
土
�
が
製
造
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

古
い
家
屋
の
廃
材
は
、
土
�
を
覆
う
土
に
含
ま
れ
る
作
物
の
茎
幹

部
や
籾
殻
が
分
解
し
、
さ
ら
に
空
気
中
か
ら
建
材
の
表
面
に
様
々

な
成
分
が
吸
着
す
る
の
で
、
土
壕
の
土
よ
り
も
養
分
が
多
く
含
ま

れ
る
。
特
に
�
や
�
の
土
は
煤
が
付
着
し
て
肥
効
が
高
ま
る
。
そ

の
た
め
、
廃
材
は
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
主
に
土
糞
の
材
料
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
焼
成
煉
瓦
が
普
及
し
始
め
る
と
同
時
に
、

祝
家
荘
で
建
材
が
製
造
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
当
時
、
宅
地
の
殆
ど
が
焼
成
煉
瓦
製
家
屋
に
替
わ
っ
て
い
た
。

ま
た
、
焼
成
煉
瓦
の
廃
材
は
肥
料
と
し
て
利
用
で
き
な
い
た
め
、

大
部
分
が
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。

土
糞
の
製
造

糞
尿
に
土
を
混
ぜ
て
土
糞
を
製
造
す
る
理
由
は
特
定
し
難
い
が
、

肥
料
と
し
て
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
土
壌
中
に
生
息
す
る
微
生

物
を
発
酵
に
利
用
す
る
、
糞
尿
を
分
解
す
る
微
生
物
の
活
動
に
必

要
な
水
分
を
土
で
保
持
す
る
、
土
に
含
ま
れ
る
養
分
を
肥
料
と
し

て
利
用
す
る
、
客
土
に
よ
る
連
作
障
害
の
緩
和
な
ど
の
土
壌
改
良

を
行
う
、
肥
料
の
成
分
を
薄
め
て
肥
料
焼
け
を
予
防
す
る
な
ど
の

理
由
を
推
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
た
め
に
は
更
な
る
科

学
的
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

一
九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
畜
力
利
用
や
肥
料
増

産
の
た
め
に
家
畜
数
が
増
加
し
、
大
規
模
に
土
糞
が
製
造
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
家
畜
数
減
少
や
化
学
肥
料

の
普
及
に
よ
っ
て
肥
料
と
す
る
糞
尿
の
量
が
減
少
し
た
上
、
処
理

に
土
を
必
要
と
し
な
い
水
茅
や
沼
氣
池
が
出
現
し
た
た
め
、
土
糞

の
製
造
量
は
激
減
し
た
と
言
わ
れ
る
。
調
査
当
時
、
大
量
の
土
糞

が
家
屋
周
囲
に
積
ま
れ
て
い
る
と
い
う
光
景
は
既
に
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成

宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成
は
臨
時
事
業
で
あ
り
、
住
民
が
滅
多

に
関
わ
ら
な
い
た
め
、
土
の
用
途
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識

は
一
般
的
で
な
か
っ
た
。
実
際
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
急
激

な
宅
地
拡
大
と
大
規
模
な
道
路
建
設
に
よ
っ
て
基
盤
造
成
を
行
う

機
会
が
増
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
採
土
活
動
が
行
わ
れ
て
土
壕
が

拡
大
す
る
一
方
、
宅
地
拡
大
に
よ
る
基
盤
整
備
の
た
め
に
埋
め
立

て
ら
れ
た
土
壕
も
存
在
し
た
と
い
う
。

土
壕
の
土
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
図
９
）

土
の
用
途
は
、
主
に
土
�
な
ど
の
建
材
の
製
造
、
土
糞
の
製
造
、

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕
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宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
途
の
た

め
に
祝
家
荘
の
土
壕
の
土
が
主
に
使
用
さ
れ
、
最
終
的
に
祝
家
荘

の
土
地
に
戻
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
焼
成
煉
瓦
の

搬
出
・
搬
入
な
ど
を
除
き
、
村
落
間
の
土
の
移
動
は
殆
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

各
用
途
に
使
用
す
る
土
量
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
。

ま
た
、
水
茅
や
沼
氣
池
の
出
現
に
よ
る
糞
尿
処
理
の
変
化
、
焼
成

煉
瓦
の
普
及
に
よ
る
建
材
の
変
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
土
を
利

用
す
る
シ
ス
テ
ム
自
体
も
変
容
し
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で

は
主
に
土
�
な
ど
の
建
材
や
土
糞
の
製
造
と
い
っ
た
日
常
的
な
用

途
の
た
め
に
土
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
特
に
一
九
五
〇
〜
一
九
七

〇
年
代
に
か
け
て
土
糞
の
製
造
が
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。
一
九
八

〇
年
代
以
降
は
、
そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
宅
地
や
道
路
の
基
盤
造
成

と
い
っ
た
臨
時
事
業
の
た
め
に
土
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
常
的
な
用
途
で
土
を
用
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
土
壕
か
ら
土
を

採
ら
な
く
な
っ
た
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
達
は
語
っ
た
。

（
四
）
小
結

祝
家
荘
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
土
壕
、
宅
地
、
耕
地
を

め
ぐ
る
土
の
循
環
の
中
で
暮
ら
し
が
営
ま
れ
、
農
業
が
維
持
さ
れ

て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
こ
う
し
た
土
の
循
環
は
大
き
く

図 9 土壕の土のライフサイクル
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変
化
し
、
採
土
活
動
が
住
民
と
密
接
に
関
わ
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

土
壕
の
分
布
や
拡
大
方
向
・
速
度
は
、
土
地
所
有
制
度
ほ
か
社

会
経
済
状
況
の
変
化
に
左
右
さ
れ
て
き
た
。
土
壕
は
一
九
五
〇

〜
一
九
七
〇
年
代
に
急
速
に
拡
大
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
拡

大
し
続
け
て
い
る
。
そ
う
し
て
拡
大
し
た
土
壕
内
部
の
土
地
は
、

耕
地
を
中
心
と
し
て
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
反
映
し
な
が
ら
多

様
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
土
壕
拡
大
に
伴
う
地
形
改
変
は
、
耕
作

適
地
を
開
発
す
る
な
ど
、
土
地
利
用
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
土
の
利
用
よ
り
土
地
改
良
を
主

た
る
目
的
と
し
て
掘
削
さ
れ
た
土
壕
が
存
在
す
る
か
否
か
に
関
し

て
は
今
後
更
な
る
調
査
を
要
す
る
。

こ
う
し
た
土
を
活
用
す
る
人
間
活
動
の
積
み
重
ね
の
結
果
と
し

て
、
祝
家
荘
に
お
い
て
土
壕
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
調
査
当
時
は

既
に
少
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
土
壕
の
形
成
と
同
時
に
、
土

糞
が
至
る
所
で
積
み
上
げ
ら
れ
、
土
�
製
家
屋
が
並
び
、
さ
ら
に

土
壕
外
部
の
耕
地
で
土
�
旱
耕
人
爲
土
が
発
達
し
て
き
た
。
村
落

景
観
の
構
成
要
素
を
改
め
て
眺
め
て
み
る
と
、
土
壕
の
土
か
ら
製

造
さ
れ
た
も
の
が
極
め
て
多
く
、
如
何
に
人
々
と
土
壕
が
関
わ
り

合
っ
て
き
た
か
を
実
感
で
き
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
土
壕
は
、
土
を
利
用
し
て
暮
ら
し
や
農
業
を
支

え
て
き
た
人
々
の
記
録
で
あ
り
、
村
落
の
歴
史
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
に
土
壕
を
村
落
景
観
の
重

要
な
構
成
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
、
土
壕
を
伴
う
村
落
景
観
の
形

成
過
程
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
村
落
の
歴
史
や
人
々
の
活
動
の
動

態
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕

祝
家
荘
の
土
壕
が
果
た
し
た
役
割
に
は
、
土
壌
学
的
研
究
で
言

及
さ
れ
て
き
た
土
�
旱
耕
人
爲
土
の
形
成
に
加
え
、
地
形
改
変
に

よ
る
耕
作
適
地
の
開
発
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
建
材
の
製
造
、
宅
地

や
道
路
の
基
盤
造
成
な
ど
農
業
以
外
の
面
で
も
祝
家
荘
の
暮
ら
し

を
支
え
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
農
業
や
生
活

を
包
括
す
る
土
の
循
環
か
ら
土
壕
の
役
割
を
捉
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
確
か
に
土
糞
の
施
用
は
近
現
代
に
お
い
て
土
�
旱
耕
人

爲
土
が
発
達
し
て
き
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
土
�
旱
耕
人
爲
土
の
形
成
を
説
明
で
き
な
い
。
祝
家
荘

の
事
例
を
基
に
土
糞
の
施
用
だ
け
を
形
成
要
因
と
し
て
仮
定
す
る

と
、
土
糞
の
製
造
を
背
景
と
し
た
急
激
な
土
壕
の
拡
大
が
一
九
五

〇
〜
一
九
七
〇
年
代
で
あ
る
た
め
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
短
期

間
で
土
�
旱
耕
人
爲
土
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕

一
三
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一
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て
、
人
間
活
動
に
よ
る
形
成
要
因
を
単
純
に
土
糞
の
施
用
に
帰
結

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
数
千
年
に
わ
た
る
農
耕
の
持

続
を
可
能
と
し
た
人
間
の
営
為
の
産
物
と
し
て
土
�
旱
耕
人
爲
土

を
位
置
付
け
、
そ
の
形
成
過
程
を
自
然
と
人
間
の
相
互
関
係
の
歴

史
か
ら
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
詳
細
な
人
間
活
動
の
変
遷
を
捨
象
し
て
き
た
と
は
い

え
、
土
�
旱
耕
人
爲
土
の
形
成
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
土
壕
に

対
す
る
土
壌
学
者
の
評
価
は
高
い
。
一
方
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト

達
か
ら
は
土
壕
が
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
大
地
に
起
伏
を
生

ぜ
し
め
て
美
景
を
損
ね
る
と
い
っ
た
否
定
的
言
説
ば
か
り
が
聴
取

さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、
宅
地
拡
大
の
た
め
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
土

壕
が
あ
る
と
い
う
が
、
何
ら
か
の
思
い
入
れ
か
ら
土
壕
を
保
全
し

た
い
と
い
う
人
は
い
な
か
っ
た
。
土
壕
は
彼
ら
に
と
っ
て
あ
り
ふ

れ
た
存
在
も
し
く
は
邪
魔
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
祝
家
荘
の
土
壕
を
伴
う
村
落
景
観
や
そ
れ
に
関
わ
る
人

間
活
動
は
現
在
も
変
わ
り
続
け
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の

急
速
な
近
代
化
は
土
壕
に
依
存
し
な
い
日
常
生
活
を
も
た
ら
し
た
。

採
土
活
動
を
行
う
機
会
が
減
少
し
て
も
土
壕
の
巨
大
な
窪
地
は
存

在
し
、
さ
ら
に
臨
時
事
業
に
よ
っ
て
拡
大
し
続
け
て
い
て
、
今
日

の
農
村
計
画
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
依
存
度
が
低

下
し
た
と
は
い
え
、
土
壕
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
土
�
な
ど
の
建
材
や
土
糞
の
製
造
の
た
め

に
土
を
日
常
的
に
利
用
し
て
き
た
世
代
は
高
齢
化
し
、
土
壕
の
調

査
は
年
月
が
経
過
す
る
ほ
ど
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
過
去
の
人

間
活
動
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
す
る
今
日
、
土
壕
の
調
査
を
行
っ
て

詳
細
な
記
録
を
将
来
に
残
す
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
土
壕
の
分
析
は
、
村
落
単
位
の
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
渭

河
平
原
の
歴
史
を
論
ず
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
も
と
よ
り
広
大

な
渭
河
平
原
は
安
易
に
一
般
化
で
き
な
い
多
様
性
を
持
つ
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
歴
史
学
的
研
究
の
多
く
は
、
文
献
資
料
の

制
限
か
ら
渭
河
平
原
を
一
括
り
に
扱
い
、
個
々
の
村
落
史
に
殆
ど

言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
土
壕
を
村
落
間
で
比
較
し
、

近
現
代
の
渭
河
平
原
で
営
ま
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
多
様
性
を
示
し

て
ゆ
く
こ
と
は
、
極
め
て
大
き
な
意
義
を
持
と
う
。

九

ま
と
め
と
展
望

以
上
、
祝
家
荘
に
お
け
る
土
の
循
環
を
中
心
と
し
た
土
壕
を
伴

う
村
落
景
観
の
形
成
過
程
や
そ
の
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、

土
壕
が
果
た
し
て
き
た
役
割
や
歴
史
資
料
と
し
て
の
可
能
性
、
土

壕
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
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聴
き
取
り
に
関
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
年
齢
や
性
別
に

偏
り
が
あ
る
た
め
、
そ
の
言
説
の
代
表
性
に
は
限
界
が
あ
る
。
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
来
歴
の
整
理
も
不
充
分
で
あ
っ
た
た
め
、
本

稿
で
は
共
通
し
た
情
報
を
中
心
に
記
述
す
る
に
留
ま
っ
た
。
今
後

は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
詳
細
な
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
各
人
の
言
説
を
整
理
、
報
告
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
祝
家
荘
に
お
け
る
近
現
代
の
村
落
景
観
の
形
成
過
程
は
、

採
土
活
動
に
影
響
す
る
土
地
所
有
制
度
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
一
九

四
〇
年
代
以
前
、
一
九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代

以
降
に
時
期
区
分
で
き
る
。
そ
れ
故
、
今
日
の
祝
家
荘
周
辺
の
詳

細
な
土
地
利
用
図
を
作
成
す
る
と
同
時
に
、
各
時
期
に
お
け
る
土

壕
の
拡
大
過
程
や
そ
れ
に
関
わ
る
人
間
活
動
を
よ
り
詳
細
に
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
。

加
え
て
、
今
後
は
、
以
下
の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て

い
く
必
要
を
感
じ
る
。
年
代
別
に
整
理
し
て
お
く
と
、
ま
ず
土
壕

が
共
有
地
で
な
か
っ
た
と
い
う
一
九
四
〇
年
代
以
前
に
つ
い
て
は
、

採
土
活
動
に
如
何
な
る
規
制
が
あ
っ
た
の
か
を
調
査
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
一
九
五
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、

各
生
産
隊
が
具
体
的
に
何
処
で
採
土
活
動
や
家
畜
飼
育
、
建
材
製

造
を
行
っ
て
い
た
か
の
調
査
が
不
可
欠
と
な
る
。
人
民
公
社
時
期

の
礼
泉
県
で
家
畜
飼
育
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
	

池
が
（
劉
二
〇
〇
一
）、
祝
家
荘
に
お
い
て
如
何
に
活
用
さ
れ
て

い
た
の
か
も
気
に
か
か
る
。
さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
つ

い
て
は
、
耕
地
に
土
壕
を
掘
削
す
る
際
の
承
包
権
の
手
続
き
や
補

償
に
つ
い
て
の
調
査
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
他
、
集
団
農
業
の
時

期
と
比
べ
た
耕
地
利
用
の
変
化
、
宅
地
拡
大
の
過
程
で
埋
め
立
て

ら
れ
た
土
壕
の
所
在
、
土
壕
の
保
全
に
対
す
る
意
識
が
希
薄
で
あ

る
理
由
な
ど
も
重
要
な
調
査
課
題
と
な
ろ
う
。

他
方
、
村
落
景
観
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
一
九
八
〇
年

代
に
王
家
組
の
人
々
が
�
洞
か
ら
現
在
の
住
宅
地
に
移
転
し
た
と

い
う
出
来
事
を
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
も
と
よ
り
土
�

製
家
屋
の
建
築
に
は
大
量
の
土
が
必
要
と
な
る
た
め
、
居
住
形
態

の
転
換
が
移
転
を
機
に
採
土
活
動
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た

こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

さ
ら
に
、
採
土
痕
が
数
多
く
見
ら
れ
たT

1

、T
4

は
、
そ
れ

ぞ
れ
、「
	
池
溝
」、「
大
土
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
呼
称
を
持

つ
土
壕
と
持
た
な
い
土
壕
が
存
在
す
る
背
景
も
重
要
な
課
題
と
な

る
。本

稿
で
は
、
土
壕
を
伴
う
村
落
景
観
の
形
成
過
程
や
そ
の
背
景

の
概
要
を
記
述
し
た
だ
け
に
止
ま
り
、
そ
れ
ら
の
詳
細
な
解
明
に

ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。
検
討
す
べ
き
問
題
は
数
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕
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謝
辞調

査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
祝
家
荘
の
方
々
に
御
協
力
を
賜

り
ま
し
た
。
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
流
通
経
済
大
学
の

原
宗
子
先
生
、
西
北
農
林
科
技
大
学
の
樊
志
民
先
生
に
は
、
懇
篤

な
御
指
導
と
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
佐
藤
孝
雄
先
生
を
始
め
と
す
る
慶
應
義
塾
大
学
民

族
学
考
古
学
研
究
室
の
教
員
の
方
々
に
は
研
究
会
を
通
じ
て
御
指

導
や
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）
関
中
平
原
、
関
中
盆
地
、
渭
水
盆
地
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
本
稿

で
は
渭
河
平
原
と
し
て
扱
う
。

（
２
）
元
来
は
「


土
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
の
『
中

國
土
壤
系
統
分
類
（
修
訂
方
案
）』
か
ら
土
�
旱
耕
人
爲
土
に
変
更

さ
れ
た
。

（
３
）
家
畜
糞
、
人
糞
尿
、
灰
、
塵
芥
、
食
物
残
滓
、
落
葉
、
草
、
作

物
の
茎
幹
部
な
ど
、
廃
棄
物
で
は
あ
る
が
肥
料
と
し
て
も
利
用
で

き
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
土
と
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
て
製
造
す
る
堆
肥
。

華
北
の
畑
作
地
帯
で
広
く
用
い
ら
れ
る
肥
料
で
あ
る
が
、
原
料
や

製
造
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

（
４
）
中
国
の
行
政
単
位
は
上
位
か
ら
「
省
級
」、「
地
級
」、「
県
級
」、

「
郷
級
」
と
細
分
さ
れ
て
い
き
、
各
級
に
人
民
政
府
が
置
か
れ
る
。

そ
し
て
、「
郷
級
」
の
「
郷
」
や
「
鎮
」
は
い
く
つ
か
の
「
村
」
か

ら
構
成
さ
れ
る
。「
村
」
は
行
政
村
を
指
し
、
ひ
と
つ
の
自
然
村
を

そ
の
ま
ま
「
村
」
に
す
る
か
、
い
く
つ
か
の
自
然
村
を
ま
と
め
て

「
村
」
に
す
る
か
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
う
し
た
「
村
」
は

い
く
つ
か
の
「
村
民
小
組
」
に
分
か
れ
る
。

（
５
）
一
畝
�
約
六
六
六
・
七
㎡
。

（
６
）
あ
る
地
方
の
地
理
、
歴
史
、
風
俗
、
教
育
、
物
産
、
人
物
な
ど

の
状
況
を
主
に
地
方
政
府
の
官
僚
が
記
載
し
た
文
献
。

（
７
）
現
在
の
行
政
村
に
相
当
す
る
。

（
８
）
現
在
の
村
民
小
組
に
相
当
す
る
。

（
９
）
垂
直
ま
た
は
急
傾
し
た
土
壌
の
面
。
特
に
本
稿
で
は
五
〇
�
以

上
の
高
度
差
を
持
つ
土
崖
を
対
象
に
検
討
を
行
う
。

（
１０
）
土
崖
や
土
地
の
表
層
に
土
を
採
っ
た
痕
跡
が
鮮
明
に
残
る
地
点
。

比
較
的
新
し
い
時
期
に
採
土
活
動
が
行
わ
れ
た
地
点
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
１１
）
Ｔ
は
土
壕
（tuhao

）
の
頭
文
字
。

（
１２
）
オ
ン
ド
ル
。
寝
台
の
下
側
を
通
過
す
る
煙
道
に
よ
っ
て
寝
台
を

暖
め
る
暖
房
装
置
。

（
１３
）
起
伏
が
あ
る
土
地
の
土
壌
流
出
を
抑
え
、
さ
ら
に
農
作
業
や
灌

漑
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
、
高
い
地
点
の
土
を
削
り
取
っ
て
低

い
地
点
に
移
動
さ
せ
て
土
地
全
体
を
水
平
に
す
る
。
特
に
一
九
七

〇
年
代
に
大
規
模
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。

（
１４
）
好
気
性
微
生
物
の
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
、
混
ぜ
返
し
に
よ

っ
て
酸
素
を
供
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
微
生
物
が
糞
尿
に
含
ま
れ
る

有
機
態
窒
素
を
植
物
が
利
用
可
能
な
無
機
態
窒
素
に
分
解
す
る
。

黒
色
へ
の
変
化
は
、
粗
大
有
機
物
が
分
解
さ
れ
て
腐
食
化
が
完
了

し
た
こ
と
を
示
す
。
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